
宮崎市立広瀬北小学校の学力向上への取組 

 

１ 平成 17 年度の本校の学力調査結果及び意識調査結果から見た課題 

(1) 学力調査結果からの課題 

  ① 文脈に即して書かれている内容を正確に読み取る力、相手の話を聞き取る力を身に付ける。 

  ② 筋道を立てて、自分の考えを相手に伝える力を身に付ける。 

  ③ 問題を解決するために、適切な解決方法を考える力を身に付ける。 

(2) 意識調査結果からの課題 

  ① 友だちの考えを受けとめ、自分で判断して言動することができる。 

  ② 決められた時間に集中して家庭学習に取り組むことができる。 

 

２ 学力向上に向けた課題解決への具体的な取組 

(1) 学力向上に向けた経営方針 

  ① 児童がわかる・できる授業実践をめざした職員研修を通して、教職員の授業力を高める。 

  ② 「知・徳・体」推進拠点校としての到達目標達成を目指し、小中学校連携した教育実践に取

り組む。 

  ③ 指導時間の確保と工夫を図り、学習内容の習熟、定着を図る。 

  ④ 基本的生活習慣定着のために「北小っ子当たり前の５ヶ条」の徹底を図る。 

  ⑤ 基本的学習習慣を定着させるため、「北小っ子がんばること５ヶ条」を掲げ、実践する。 

  ⑥ 司書教諭、読書活動アシスタントの役割を明確にしながら、読み聞かせボランティアと連携

し図書室の環境整備を行ったり読書意欲を高める具体的な手立てを設定したりして、子ども一

人一人の読書量を高める。 

  (2) 教育課程内の取組 

  〇 教職員の授業力を高める主題研究 

   ・ 教職員一人一人が、自らの課題を設定し、解決に向けての方策を全職員で検討している。

さらに、成果を互いに共有し合い授業力を高めている。 

【個人及び全体の授業力の向上を目指して】 

第
一
回
研
究
授
業
（
全
教
職
員
） 

自
己
の
主
題
と
研
究
内
容
の
設
定

～研究内容(焦点化)～ 

○テンポのよい授業 

○的確な指示・発問 

○指導と評価の一体化 

○子どもとの対応 

○教材・教具 

○個に応じた支援 

○工夫された板書 

○効率的な授業 

第
二
回
研
究
授
業
（
全
教
職
員
） 

成
果
の
共
有

⇒ 

解
決
策
の
事
後
研 

⇒ 

外
部
か
ら
の
評
価 

課
題
の
焦
点
化

 

事
後
研(

校
長
・
教
頭)

⇒ 

評
価
表
で
チ
ェ
ッ
ク 

〈１学期の研究〉 〈２学期の研究〉 

学
校
訪
問
で
の
授
業

（
方
策
）

課
題
解
決
の
具
体
的
な
手
立
て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４ 



（3）教育課程外の取組 

  ① 基本的習慣（基本的な学習習慣と基本的な生活習慣）の確立 

     基本的な学習習慣の徹底のための【がんばること５か条】、基本的な生活習慣の徹底のた

めの、【あたり前のこと５か条】を設定して、学力向上のための基盤づくりをしている。 

【がんばること５か条】 

〇 学習の準備をきちんとする。

〇 話をしっかり聞く。 

〇 意見をはっきり伝える。 

〇 文字をていねいに書く。 

〇 宅習を続ける。 

 
【あたり前のこと５か条】 

〇 すすんであいさつをする 

〇 はき物をそろえる 

〇 大きな声で返事をする 

〇 廊下は右側を歩く 

〇 始まりの時刻を守る 

教室に掲示し、

毎日唱えさせ、

指導の工夫と

継続を行って

いる。 

 

 

 

 

 

② 学習内容の習熟と定着 

   〇 漢字・計算検定とさんサンタイム 

     当該学年に学習する漢字と計算の習熟と定着を図っている。 

     

・ 毎週木曜日 

・ ５校時終了後時間に設定 

（清掃時間の削除） 

 

 

 

漢字検定と計算検定に向けての習熟の場 

・ 月に各１回実施 

・ 朝の時間の活用 

・ 結果を集計し状況把握と対策検討 

 

 

 

当該学年の学習内容の定着度の検定 

漢字・計算検定 さんサンタイム 
 

 

 

 

 

  ③ 読書活動の推進 

     学力向上の重点的な取組の一つとして「読む力」を付ける工夫改善をしている。 

   〇 本が読みたい環境づくり 

    ・読み聞かせ（ボランティア） ・白い書架 ・楽しく読めるスペース  
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   ・週 3回の読書タイムの設定 

   ・読書貯金通帳の活用 

(4) 保護者・家庭、地域との連携 

  ① 各家庭へ学習状況を数値で伝達 

  ② 保護者や地域への積極的な授業参観の案内 

３ 成果と課題 

 (1) 成果 

 〇 教職員一人一人の授業力が向上してきているために効果的な授業が確立したり、時と場を考

えた節度ある学習活動が見られたりするようになってきている。 

〇 図書室の環境整備で子どもの読書量が増えたり、漢字や計算などの基礎的な学習内容が定着

したりして、子どもの学ぶ意欲が高まってきている。さらには、子どものこのような実態を提

供することで、保護者の学習への関心も高まっている。 

(2)課題 

〇 保護者との連携を図りながら、基本的な生活習慣や学習習慣の徹底を図る。 

〇 研究授業を柱にした個人のテーマ研究をさらに計画的に進め、考える力、伝える力を高める

ための手立てを講じていく。 
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